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11月8日(水)・9日(木)の2日間、

宇佐産業科学高等学校から２名

インターンシップの実習に来ました。教育

道場では、カーエアコンの仕組みを聞いた

り、ピンボードを使っていかに作業の無駄

を省くかの演習をしました。また、現場で

は、曲げ加工や部品の組付けなどの簡単な

工程に入って実際に作業を体験してもらい

ました。2人ともとても熱心で真面目な印

象でした。

「作業環境管理」を進めるためには、作業環境中にこれらの有害な因子がどの程度存在し、園作業環境で働く

労働者がこれらの有害な因子にどの程度さらされているのかを把握しなければなりません。この把握すること

を広い意味で作業環境測定といいます。

また、金属アーク溶接等作業中に発生する「溶接ヒューム」による健康障害を防ぐために、従事する労働者は

有効な呼吸用保護具を使用しなければなりません。そこで「継続」して行う「屋内作業場」の労働者は、呼吸

用保護具を適切に装着出来ていることを確認するため、フィットテストを一年に一回実施する事が義務になり

ました。


